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緊急企画 天守閣木造復元シンポ（5月14日）

５月１４日に名古屋城の前

にあるＫＫＲ名古屋ホテルに

おいて、日本共産党名古屋市

議団主催の「『緊急企画』あ

わてるな！名古屋城天守閣木

造化」のシンポジウムが、耐

震性や劣化対策などを研究し

た建築士を招いて行われました。

シンポは岡田ゆき子議員の司会で行われ、田口一登

議員が主催者を代表してあいさつ、経済水道委員会委

員の西山あさみ議員が議会での審議状況を報告、建築

士の滝井さんから耐震や劣化対策についての技術的な

見解が報告され、江上幹事長から熊本地震や姫路城の

実態からの報告があったのち、会場からの意見や質問

をうかがいました。

参加者からは「東京オリンピックまでに」とあわて

て進める木造復元を止めよう！という発言が相次ぎま

した。

税金投入しないための試算はごまかし
西山議員は委員会での審査状況を報告。史実に忠実

な復元と建築基準法の関係や、観光資源としての名古

屋城との関係などの問題点などを報告。さらに熊本地

震からの復興が求められている時に名古屋市にモノや

人を集めていいのか、という議論で委員会を圧倒して

きた様子などをいきいきと語りました。

鉄筋コンクリートの天守閣は
４０年を超えて長寿命化できる
名古屋市は、現在の鉄骨鉄筋コンクリート造りの天

守閣は、「耐震改修しても40年の寿命」しかないと喧

伝し、「2020年7月までの木造復元」に市民世論を誘導

しようとしています。しかし、「40年」というのは、

コンクリートの寿命は概ね100年という通説から導いた

ものにすぎません。再建から84年が過ぎた鉄筋コンク

リートの大阪城は、建て替える予定はありません。

建築士の滝井幹夫さんが、名古屋市の発注による現

天守閣の『耐震対策調査委託報告書』（2010年9月）と

『耐震診断概要書』（2011年2月）の検討を踏まえて、

「現在もコンクリートは設計上必要な圧縮強度を保っ

ている」「特定の箇所を除くと中性化の進行は少ない

だろう」「鉄筋は錆の進行が一定程度見られるが、耐

久性・耐用性を著しく損なうものではない」と指摘。

「劣化対策を行なえば、耐用年数は40年と限定せず、

延命の可能性が大きく開けてくる」と述べられました。

市役所庁舎は築80年以上なのに
江上議員からは「名古屋市役所は1933年に建てられ

たのに、100年しか持たないから建替えしようという話

はない」などの実態や、姫路城などの調査結果なども

踏まえて、市長の計画の無謀さを明らかにしました。

参加者からも「アセットマネージメントをすすめてい

る名古屋市が天守閣だけは新築するなんておかしい」

「今やることは地震対策」「暮らしのことがちっとも

考えられていない」などの意見が出されました。

＊これらの報告は市議団ホームページから見ること

ができます。

盛り上がらない「天守閣木造復元」報告会
名古屋城天守閣木造復元の「市民向け報告会」が市内５会場で

開かれていますが、13日の緑文化小劇場では半分も埋まらず、市

民の盛り上がりのなさを反映。「２万人市民アンケートが届いた

人は手を挙げて」との河村市長の声に答えたのは11人。アンケー

トの対象者には報告会の案内を同封しているのにこの実態。

参加者からは「オリンピックを期限とせず、10年ぐらいかけて」

「税金は使わないというが、400万人以上という入場者になるの

か」などの疑問が出されました。「400年後の人たちのことより

も、現在の暮らしが大変な人たちのために力を尽くしてほしい。

夢は夢のままで、現実のものになってほしくない」という意見に

は拍手が。６人が発言し、オリンピックまでの木造復元にはっき

りと賛意を示したのは１人だけでした。

河村市長は、「江戸城が先に再建したら木材がなくなる」「Ｕ

ＳＪは1350万人だから、名古屋城に400万人来る」などと、相変

わらず市民を惑わす話をしていました。

参加者からも次々に意見が

主催者あいさつを行う
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